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研究成果の概要（和文）：我々は、参考文献、先行研究に基づき、【睡眠時間の実態】、【睡眠の質】を明らか
にするための構成を検討し、スマートフォンを媒体とした睡眠ダイアリーを開発した。
産後5日からスマートフォンを介して睡眠実態を調査した。対象者の総睡眠時間は、産後全ての時期が非妊時よ
りも短かった（全てp<.001）。総睡眠時間と熟睡感の相関係数を算出した結果、入院中の調査である産後5日ま
では、総睡眠時間と熟睡感には有意な正の相関を認め、退院後から1か月間には、有意な負の相関を認めた。退
院後は主睡眠時間が長いほど、熟睡感が低かった。退院後の実践的サポートを受けることによる睡眠時間の確保
と熟睡感の確保が必要であると考える。

研究成果の概要（英文）：Based on references and precedent studies, we examined constitution to 
clarify [actual situation of sleep time] and [quality of sleep] after giving birth. And we developed
 the sleep diary (EMSD). The subjects' total sleep time of the day were investigated through their 
smart phones from 5 days after giving birth. Comparison between the pregnancy period and all periods
 after giving birth revealed significant difference (all p<.001). Significant positive correlations 
were seen between total sleep time and feeling of sound sleep until 5 days after giving birth when 
the subjects were hospitalized. The other side, significant negative correlations were seen between 
total sleep time and feeling of sound sleep from the day after having left the hospital to one month
 after giving birth.
The sleep time and feeling of sound sleep by practical support after discharge are required.

研究分野：母性看護学

キーワード： 高齢初産婦　睡眠　睡眠ダイアリー
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研究成果の学術的意義や社会的意義
高齢初産婦の睡眠は主睡眠時間と総睡眠時間は正の相関がある事が判明した。さらに、入院中は睡眠時間が短く
ても熟睡感を得ており、その反面、退院後は熟睡できずに、眠ろうとして睡眠時間を長くとっている事も窺え
た。
また、睡眠を阻害する要因が多くあり、母乳育児に起因する者が最も多く、次いで初めての育児に起因した要
因、心身の体調に起因した要因、環境要因がある事が判明した。しかし、睡眠が獲得できている者からの睡眠促
進要因も判明した。こういった因子も踏まえて睡眠を評価できるような測定ツール開発の必要性も窺えた。

※科研費による研究は、研究者の自覚と責任において実施するものです。そのため、研究の実施や研究成果の公表等に
ついては、国の要請等に基づくものではなく、その研究成果に関する見解や責任は、研究者個人に帰属されます。



様 式 Ｃ－１９、Ｆ－１９－１、Ｚ－１９（共通） 
１．研究開始当初の背景 
（１）高齢出産女性の増加とその問題点 
近年、女性の社会進出や晩婚化、さらには生殖補助医療の発展により高齢初産婦は増加し、第

1 子出生時の母の平均年齢は 30 歳を超え上昇傾向にある（厚生労働省 2015）。高齢出産女性
は、加齢を要因として、妊娠期から様々なリスクを有し、出産に至る。しかし出産後は、分娩時
の疲労等の回復を待たず授乳等の育児技術の習得を開始する。そのため睡眠は中断を余儀なく
される。産褥早期の睡眠時間は、妊娠末期と比較し、夜間の全睡眠時間の有意な短縮と、入眠後
の覚醒時間の有意な増加が報告されている（新小田 2001）。特に初産婦は、睡眠パターンの乱
れや睡眠時間の短縮が顕著であり、退院後マタニティブルーズ症状が強く出現し、精神障害に移
行する可能性がある。国内における大規模調査結果でも、退院後大多数が家事援助を得ていたが、
初産婦の 73%、経産婦 56%が睡眠不足で疲労感を訴えていた（島田 2001）。初産婦は、全てが
初めての体験である。「睡眠の変調」、「不安」（水上 1994）、「疲労・ストレスの蓄積」は、大き
な問題点であり、出産後の様々なストレスに起因した産後うつ病の発症率、および育児ストレス
が問題視され、出産後のメンタルヘルスケアが求められていた（藤岡 2014）。 
（２）高齢初産婦に着目したこれまでの研究報告 
わが国の動向から、高齢初産婦は今後も増加する事が推測され、母親役割獲得に向けてのメン
タルヘルスケア構築は、重要視すべき課題である。申請者が高齢初産婦 38人を対象者として産
褥期に実施した調査では、適応年齢で出産した初産婦よりもストレス生体反応は非常に強く 
(p<0.01)、経日的に高くなっていた。また産後うつ傾向に関する自己チェックも高齢初産婦の方
が高かった(p<0.01) 。ストレスの蓄積やうつ傾向は、睡眠を阻害し様々な悪影響を及ぼす。分
割を余儀なくされた睡眠時間の中でも良質な睡眠を確保する事は、高齢初産婦のメンタルヘル
スを向上させる事が期待できる。したがって、初産婦の産褥期「睡眠」の詳細な把握は、母子保
健にとって重要な課題であると考える。 
当初、出産後１ヶ月間の初産婦（正常分娩）の主睡眠時間を実態調査した。この結果、高齢褥
婦(n=34)と、適応年齢褥婦(n=54)の主睡眠時間には、約 1時間の差があった(p<0.01)。また、産
褥 1日目、3日目のうつ傾向を示す得点が高いほど、産褥 14日、産後 1ヶ月の主睡眠時間は短
かった。産褥早期にうつ傾向を認めた褥婦は、退院後もうつ状態があり、主睡眠時間にも影響し
ている事が示唆された。主睡眠時間、および総睡眠時間の確保は、自身の体力を回復し、育児行
動に前向きに取り組むために重要である。しかし、授乳等の母親役割により分割される睡眠時間
に、高齢褥婦は適応できていない可能性が示唆されている。現段階では、「なぜ睡眠が確保でき
ないのか」、「主睡眠時間が短いのか」等々の詳細を把握できておらず、課題が残されている。ま
た、研究協力を依頼する予定であった高齢褥婦は、分娩時異常出血や帝王切開への移行により対
象外としている。しかしこれらの褥婦は、正常な分娩経過を辿った褥婦と同時期から、さらなる
身体的負担を抱えて、育児を開始している現状があり、より実践的な支援を構築するためには、
対象外となった褥婦も含めたデータ収集が必須であったと考えていた。 
 
２．研究の目的 
本研究は、産褥期用睡眠日誌【e-ママ睡眠ダイアリー】を開発し、これを用いて高齢（35歳以
上）初産婦を対象とした産褥早期からの育児行動によって生じる分割した睡眠の実態を明らか
にすると共に、主睡眠時間（1 日のうち最も長く眠った時間）の確保を阻害する要因を調査し、
必要な支援内容を明らかにする事を目的とした。 
 
３．研究の方法 
本研究は、1部にて授乳・育児等を考慮した携帯電話から操作可能な産褥期用の睡眠日誌【e-
ママ睡眠ダイアリー】（EMSD）を開発し、2部では、産科医療機関２施設において、35 歳以上の
高齢初産婦総計 80 名を対象者とし、開発した EMSD を用いて産褥早期の育児行動開始時より 1ヵ
月間における【睡眠時間の実態】、【睡眠の質】、および【主睡眠時間を阻害する要因】について、
縦断調査を実施した。EMSD は、産後 5日に QR コードで導入し、その後産後 1，2，3週間，1か
月の 4回の睡眠日誌を記入するように構成した。更に、出産後の思いを把握するためにコミュニ
ケーションツールを設置し、褥婦にとっても有用となるようにした。 
調査内容は、主として①主睡眠時間等の睡眠・覚醒リズム（ESTERA 社 NFC 活動量計 FS-700 の
装着を依頼）②睡眠の満足度③睡眠を阻害する要因等とし、EMSD を用い、経時的変化をリアル
タイムで明確化した。 
 
４．研究成果 
対象者の総睡眠時間平均は、非妊時 6.7±0.9 時間、妊娠中 7.0±1.6 時間、産後 1日 5.5±2.1
時間、3日 5.1±1.6 時間、5日 4.8±1.2 時間、1週間 5.2±1.5 時間、2週間 5.7±1.5 時間、3
週間 5.7±1.5 時間、1 か月 5.9±1.5 時間であった。経日的変化に有意差を認め（p<.001）、特
に非妊時と産後全ての時期において有意差を認め（全て p<.001）、非妊時と比較して総睡眠時間
が短かった。総睡眠時間が 5時間未満の者は、産後 3日に最も多く（43.8％）、次に産後 5日だ
った（38.8％）。また妊娠中と産後全ての時期の比較においても有意差を認め（全て p<.001）、
産後は総睡眠時間が少ないことが判明した。 
特に、産後５日は、どの測定日よりも総睡眠時間が短かった（p<.001）。そして産後５日以降



の総睡眠時間は、次第に長くなった。 
この他、産後 3日は産後 1か月よりも短かく（p<.001）、産後 1週間の総睡眠時間は産後 1か
月のそれよりも短かった（p<.001）。また、入院中の調査である産後 5日までは、総睡眠時間と
熟睡感には有意な正の相関を認め、一方、退院後から 1か月間の総睡眠時間と熟睡感には、有意
な負の相関を認めた。さらに EMSD に記載された自由記載から、睡眠を阻害する要因として、母
乳育児に起因、初めての育児に起因、心身の体調に起因、環境要因が抽出された。その一方で阻
害要因に比較すると少ないが、睡眠の促進要因にも母乳育児、児の育てやすさ、心身の休養確保、
サポート等がある事が判明した。 
 本研究によって、産褥期用睡眠日誌【e-ママ睡眠ダイアリー】を開発し、高齢（35 歳以上）初
産婦の分割した睡眠の実態を明らかにできた。また、睡眠時間を確保する事を阻害する要因およ
び促進する要因についても明らかにできた。高齢初産婦の睡眠の評価は、単に獲得時間だけの評
価ではなく、熟睡感など質の評価を必要である事が明らかになった。また、この睡眠の質は、睡
眠の阻害・促進要因が関与しており、これらを踏まえた「高齢褥婦の睡眠を評価するスケールの
開発」が次の課題であると考える。 
 
 



５．主な発表論文等

〔雑誌論文〕　計0件

〔学会発表〕　計2件（うち招待講演　0件／うち国際学会　0件）

2019年

2019年

〔図書〕　計0件

〔産業財産権〕

〔その他〕

－

６．研究組織

研
究
分
担
者

服部　佳代子

(Hattori Kayoko)

(00315194)

活水女子大学・看護学部・准教授

(37405)

研
究
分
担
者

小林　敏生

(Kobayashi Toshio)

(20251069)

広島都市学園大学・健康科学部・非常勤講師

(35416)

日本助産学会

日本母性衛生学会

 ２．発表標題

 ２．発表標題

所属研究機関・部局・職
（機関番号）

氏名
（ローマ字氏名）
（研究者番号）

備考

産褥期用睡眠日誌【e-ママ睡眠ダイアリー】を活用した 高齢褥婦の睡眠に関する実態調査

モバイルアプリ　産褥期用睡眠日誌【e-ママ睡眠ダイアリー】開発-高齢初産婦の睡眠を調査する-

 ４．発表年

 ４．発表年

 １．発表者名

 １．発表者名

藤岡奈美　服部佳代子

藤岡奈美

 ３．学会等名

 ３．学会等名


